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電気通信大学 UECコミュニケーション
ミュージアムを想う一現状と将来
高橋雄造
UECコミュニケーションミュージアムの学術調
にしていただいて小生は何年にもなりますが、
展示室の作業を担当して働いてはおらず、ほとん
ど役に立っていません。博物館学芸員資格を持ち、
大学の博物館学芸員養成科目を教えたり、『博物館
の歴史』（法政大学出版局、 2008年）を書いたの
で、博物館を第三者の眼で見ることはしています。
今回はそういう「斜め」の視点から、当ミュージ
アムについて書いてみます。
◇UECコミュニケーションミュージアムは永続
するか？
大学博物館にかぎらず内外の博物館を見学する
とき、いつも「この博物館はつぶされることはな
いだろうか？」と心の中で問います。博物館個々
の存立は、極めて脆弱なものです。有用性・効率
の点から見ると、博物館は多額の費用がかかり、
目に見える「成果」がなく（それゆえ、入館者数
だけはいつも問われる）、決してペイしないもので
す（通常、博物館入館料は500円程度ですが、入
館者 l人当たり 2,500円程度の費用がかかるとさ
れています）。財政整理の折には、博物館はまっさ
きに廃止の対象に挙がります。
たまたまですが、小生の住んでいる杉並区の区
立科学館が廃止になります。以前に見学したとき
には「危機的」な博物館という印象ではありませ
んでした。プラネタリウムもありますし（その分
の経費がかかるということでもありますが）、「文
化人も住む」杉並区が博物館を廃止するとは？と
いう疑問を持ちます。この杉並区立科学館がつぶ
されるという例からも、博物館の存立がいかに脆
弱であるかわかります。博物館の整理・廃止の話
が出るときにはもう手遅れで、関係者の日常の自
覚・努力が必要です。杉並区区立科学館も、酷な
)方でしょうが、今までの運営に手抜かりがあ
ったことになります。
ミュージアムの場合はどうでしょうか。役に
立っているでしょうか？当ミュージアムが学生、
教職員、大学に具体的にどう役に立っているか、
スタッフは日常不断に考えているでしょうか？
◇それでは何をしたらよいか
電気通信大学の新入生に授業科目として当ミュ
ージアムを見学させるという試みは、以上述べた
意味で非常に重要だと思います。これが本年度に
実施されるかどうか、存続の岐路になるような気
もします。
当ミュージアムは学生と教職員のためにあるは
ずですから、いつも学生や教職員が出入りしてい
るという姿が望ましい。現職の教員がミュージア
ムの運営・実務にたずさわるべきです。これは「ベ
き論」であって、現実にはそういかない。しかし、
そのままでは博物館はつぶされてしまうかもしれ
ない。現職の教員がミュージアムの実務に関与で
ー
きないのならば、元・電通大教員と電通大卒業生
であるミュージアムスタッフに期待するほかあり
ません。これら皆様の責任は重大です。これは、
小生が強調したいメッセージです。
特別展を年に l~2回、各展示室持ち回りで企画
したらどうでしょうか？昨年の企画展「自作の時
代」は大変良かったと思いますので、そのイメー
ジです。場所は各展示室内でも、エントランスホ
ールでも、階段上でもよい。各展示室にとっては
3年に 1度くらいの負担になりますが、いかがで
しょうか。
◇ホスピタビリティを少し
展示は古い機器を並べておくだけでは不可で、
入館者が「この博物館／展示室は私を迎えようと
している」と感じるようにする、入館者はお客様
なのですから。このホスピタビリティ（愛想）は、
入館料なしの博物館であっても必要です。大学博
物館では、ホスピタビリティはほんの少しでよい
（商業施設である博物館でも、やりすぎて取って
付けたように感じられると、逆効果です）。ミュー
ジアム玄関の外に「ここがUECコミュニケーショ
ンミュージアムである」という目立つ看板が必要
でしょう。入館者がまず入るエントランスホール
は、「あなたをお迎えしている」雰囲気にしたい。
しろうとが来ても とはなにか」をここ
でわからせてもらえるのだなと感じる（かすかで
も）のが理想です。電通大に建築や装飾・デザイ
ンの学科があれば、実際の相談に乗ってもらえる
のでしょうが。各展示室入口の外には、その展示
室のテーマと内容説明の看板を置くとよい。各展
示室に「目玉」というべき標本／オブジェがある
のが、望ましい。
電通大の優れた研究の歴史を示す第 7展示室は、
学生や外来者にいちばん評判が良いようです。現
在の電通大の研究の例を紹介する展示室があった
らと思います。内容は企画展示にして、各学科持
ち回りでやってもらう。当ミュージアムは「教員
のためのミュージアム」であるという主旨にかな
うと思います。
第7展示室ほか、固いコンクリートの床である
のは、正直に小生の印象を言えば、驚きです。固
いところを歩くのは不快です。博物館は道路では
ありませんから。固い床は、入館者に「来てほし
くない」というメッセージを発します。第7展示
室は、せっかく評判が良いのですから、多少の費
用をかけても床材を改善してほしい。重量物の多
い第 1展示室についても。床の改善法はあるはず
です。オーディオの展示室は、床、天井、カーテ
ン、小型ソファーなどを工夫して、音楽を聴く「ゆ
とり」が感じられる空間にしてほしい。
田中先生はじめ創設以来の関係者のご努力でミ
ュージアムがここまで来たということは、承知し
ているつもりです。しかし、一外来者が当ミュー
ジアムに入った時、「乱暴な博物館だな」（ホスピ
タビリティ欠如）と感じるかもしれない。そんな
思いから、以上、乱暴なことも書きました。失礼
の点はご容赦下さい。
◇もう一歩のくふうを
公開の博物館であるからには、標本／オブジェ
が置いてあるだけではなく、いくつかのことが求
められます。当ミュージアムにはこの意味で欠け
る点があると、以上に指摘しました。
ポジティブな点もあります。博物館とは何であ
るかと問うと、独特の空間／別世界（の演出）で
あると答えることができます。当ミュージアムは、
真空管展示室など、独特の空間があります。同展
示には、リーベン管やスーパーカミオカンデとい
う「目玉」もあります。スタッフは、これらの空
間の値打ちを認識して誇りに思っているはずです。
外来者が独特の空間と感じるように、改善したい。
これはもう一歩のくふうでできるようにも思われ
ます。日本で電気通信の博物館というと、事実上、
ミュージアムしかありません（世ば情報通信社
会だというのに！）。当ミュージアムの責務・期
待・可能性は非常に大きいと言えましょう。
（おわり）
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光電子増倍管が“マイルストーン2014"
を受賞
青山憲太郎
名古屋在住の当ミュージアムの村松健彦学術調
査員から寄贈された浜松ホトニクス 20インチ光
電子増倍管が第 6展示室（真空管および半導体）
に展示されていますが、この真空管が2014年度の
米国の IEEE(The Institute of Electrical and 
Electronics Engineers, Inc.)のマイルストーン
を受賞しました。同賞は、アメリカ合衆国に本部
を持つ電気工学・電子工学技術の学会が、
電子技術やその分野における 25年以上に渡って
世の中で高く評価を受けてきたという実績に対し
て認定するものです。尚、去る 2014年 1月5日、
I. E. E. E会長が来日し、直接浜松ホトニクスの
馬代表取締役社長にマイルストーン賞の贈呈が行
われたと報道されています。
写真右から展示ケースに収容の浜松ホトニ
クス 20インチ光電子増倍管とリーベン管
因みに、第6展示室の20インチ光電子増倍管は、
ノーベル物理賞を受賞した小柴先生が、村松学術
調査員が名古屋で開催した真空管展示会場を訪れ
た際、管壁に赤ペンでされたサインが残る記念す
べき展示品です。
写真に示すとおり、 100年前にドイツで製造さ
れ、我が国においては、当ミュージアムにのみ展
示されている。水銀蒸気入りの 3極管、リーベン
管と共に目玉展示品となっています。
以下、参考として日本のマイルストーン賞の贈
呈式年月と受賞テーマ（カッコ内は対象年・期間）
および受賞者を示します。
1995年6月
◇指向性短波アンテナく八木・宇田アンテナ〉 (1924年）
ー東北大学
2000年3月
◇富士山レーダー (1964年） ー気象庁
2000年7月
◇東海道新幹線 (1964年） ーJR東海
2004年1月
◇電子式水晶腕時計くセイコークォーツ〉 (I969年）ー セイコー
2005年 12月
◇電子式卓上計算機の先駆的事業 (1964-1973年）
ーシャーフ
2006年 10月
◇世界標準家庭用ビデオVHSの開発(1976年）一日本ビクター
2007年 1月
◇鉄道自動改札システム (1965-1971年）
ーオムロン、近鉄、阪急、大阪大学
2008年 1月
◇日本語ワードプロセッサ (1971-1978年）ー東芝
2009年5月
◇依佐美送信所 (1929年） ー刈谷市
2009年 10月
◇フェライトの発明とその工業化 (1930-1945年）
TDK、
2009年 1月
レビジョンの開発く高柳式テレビジョン〉
(1924-1941年）一
◇初の太平洋横断衛星テレビジョン伝送<KDDI茨城衛
ンター〉 (I963年） 一KDDI
2010年4月
◇黒部川第四発電所 (1956年ー 1963年）一
◇太陽電池の商業化および産業化 (1959-1983年）
ーシャーフ
2011年 1月
◇初の直接衛星放送 (1984年）ー NHK
2012年 1月
◇電界放出形電子顕微鏡の実用化 (1972年）
一日立製作所、日立ハイテクノロジーズ
2012年4月
◇G3ファクシミリの国際標準化 (1980年）ー NTT、KDDI
2013年 10月
◇東芝「Tl100」、ラップトップパソコン開発における先
駆的貢献 (1985年）ー東芝
2014年4月
◇日本の一次・ニ次電池産業の誕生と成長 (1893年）
ー屋井乾電池［注 l]（乾電池の発明）、 GSユアサ（鉛
、パナソニック（乾電池、リチウム一次電池、
ニッカド電池）
2014年5月
◇音声圧縮符号化のための LSP方式 (1975年）ー NTT
2014年6月
◇シャープ・テレビ用 14インチTFT液晶ディスプレイ
(I 988年）ーシャープ
2014年8月
◇電力用酸化亜鉛形ギャップレス避雷器 (MOSA)(1975 
年）ー明電舎
2014年 1月
◇20インチ光電子増倍管(1979-1987年）ー浜松ホトニクス
◇第一太平洋横断ケーブル(TPC-1)(1964-1990年）ー KDDI
======== 
（おわり）
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トランジスタの売り込み時代（その3)
時田元昭
ー初めての海外出張で恥のかきどうし一
昭和 39年に初めての海外出張がありました。ア
メリカ約 lか月半で、一つの目的はニューヨーク
で開かれる IEEEでの展示会にNECとして出品する
ものの説明員としてでした。展示物は電子計算機
事業部（当時はそう呼んだ）からは小型コンピュ
ータと呼ぶそれでも縦型ピアノくらいの大きさ
の、当時としてはちょっとした事務用、科学計算
用にも使えるコンピュータでした。それと、
体事業部からは遮断周波数 fTが 1000MHzのシリ
コン・トランジスタ、それと 2段アンプのアナログ
ICのflPClと、補聴器用の仕PCllでした。
コンピュータの展示方法は、ニューヨークでの
観光、ショッピング、食事などの希望場所を入力
すると適切なガイドが示されるというソフトが組
まれていて、今から見るとスマホでできてしまう、
く他愛のないものでしたが、 NECの現地スタッ
フと日本側の貿易部では当時としては一般の客寄
せには適当と考えたのでしょう。まだ世の中にパ
ソコンも携帯もなく、電卓は本当に卓上で使う大
きなもので、ソニーが新製品のオール・トランジス
タの SOBAXを出展していた時代です。半導体はこ
れまた貿易部で選んだもので、当時としてはテレ
ビの UHFチャンネルが話題になっていた時であり、
ICについてもアナログのそれは先端的な開発品で
した。展示方法はただ説明パネルがあるだけでし
たから、関心を持ってくれたのは同業者だけであ
ったかもしれません。
悔外出張には支度金が出ました。 5万円でした
が、当時の月給がいろいろな手当てを含めて 4
円くらいでしたから本当に支度金として助かりま
した。旅行用トランクとスーツを新調して消えた
と思います。出張命令は事業部長に呼ばれて告げ
られましたが、その後人事部から「商用のため米国
出張を命ず」という辞令が出て、人事部までそれを
受け取りに行き、人事部長からそれを恭しくいた
だ＜儀式がありました。
展示されているものは前もって貿易部から知ら
されて来ていましたから、急に忙しくなったのは、
それについてのいろいろな質問に答えられるよう
に準備することでした。ほかにもアメリカに輸出
の可能性のあるトランジスタなどについても英文
の資料を準備することになりました。もちろん英
語が最大の心配でしたが、社内の英会話の勉強会
の仲間にも手伝ってもらって Qand Aをたくさん
作りました。
JALの日付変更線通過記念証
当時の飛行機はDC-8で、英語が心配なので JAL
にしました。 JALからあとで「日付変更線通過記
念証」というのを送ってきました。ニューヨーク
直行便はなく、ハワイで給油するのでしたが、日
本を発つときは 3月の末でしたから下着も冬支度
で、上は分厚いオーバーです。ロサンジェルスで
ユナイテッド・エアラインに乗り換えて、ニューヨ
ークに着いたら雪が降っていました。時差ボケも
ありますが気温差が全くひどいです。空港にはNEC
アメリカ社長の大山三良さん（青山さんが NECに
入社したころに放送機事業部長であったエライ
人）が出迎えてくれて、パンナム・ビルの 37階に
あった NECアメリカのオフィスに連れて行かれ、
迷わずに到着第一日を迎えました。当時の NECア
メリカでは新日本電気のテレビ用 、ブラウ
ン管の輸出を扱っていて、新日本電気の人が 2人
駐在していました。
IEEEの展示会では半導体担当として毎日同じこ
とを喋りまくりました。コンピュータのほうは技
術的なことがないためか、現地で雇った日本人留
学生の女性がやっていました。ほかのブースもで
?
きるだけ見て回って会社への報告書を毎日航空便
で出しました。日本、アメリカ、ヨーロッパの半
導体各社は UHFテレビ・チューナ用のトランジス
タとしてゲルマニウム・メサを推奨していて、 NEC
のシリコンは大きな関心を持たれました。 ICでは
各社ともディジタル ICがほとんどで、 NECのアナ
ログ ICはめずらしかったようでした。
終了後は展示会で関心を持ってくれたメーカー
を、 NECアメリカの駐在員と一緒にアポイントメ
ントをとって訪問しました。どこに行くにも DC-4
のような国内便の飛行機でした。 GEの TV工場が
あるのはニューヨーク州の端のほうのユチカとい
うところでしたが、天候不順で予定していた航空
会社の便が欠航になった時、同行した NECアメリ
カの人が隣の航空会社のほうに行ってみようとい
って、そちらのほうは飛んでいたのでそれにしま
した。それも乗ってから搭乗券を買うのですから、
まったく日本のバスに乗るような感覚でした。に
もかかわらず、搭乗前に名前と連絡先だけ
されたのでその理由を聞いたら、事故があった時
のためだというので、この国では危険も自
なのだと納得しました。
休日にはあちこち歩き回りましたが、一日かけ
てワシントンに観光に行きました。早朝にウエス
ト・サイドのバス発着場から乗って、高速バスでワ
シントンに着き、そこで観光バスでホワイトハウ
スだのアーリントン墓地だの、リンカーン記念館
など、コースをまわりました。ワシントンのバス・
ターミナルでの公衆トイレでは高さが高すぎて、
いっぱいに爪先立ちでやっと届いたのには落ち込
みました。
マンハッタンの南のほうにあるコートランドと
いう、日本の秋葉原のようなところがあると聞い
てそこに行ったとき、日本ほどの規模ではありま
せんでしたが、軍用品を売っている店でバズーカ
砲があるので驚きました。弾の火薬は抜いてある
とは言っていましたが。また、エンパイヤ・ステー
ト・ビルに上りました。展望台のところで写真を撮
ってもらったのですが、撮るのは室内で、後ろの
に展望台から見た外の景色の写真が貼ってあっ
てその前でとるので、展望台で撮ったように見え
る仕掛けでした。これはすぐに出来上がるので日
本の留守宅に送りました。
エンハイヤ・ステート・ビルで
ニューヨークにいるうちに日本へのお土産物を
いました。おのぼりさんの多いタイムズ・スクエ
アなんかで買うと＼fadein Japanが多いからと注
意＇を受けていました。＼ ladein Japanが無い、日
本人向けのお土産屋があるというのでそこに行き
ました。当時はパーカーのボール・ペンが手ごろで
した。日本を出るときに会社で指定された、決め
られた外貨しか持ち出せませんでしたが、アメリ
力に着いてからドルに交換する方法はあると聞い
ていたので、いくらかは日本円で持っていき、そ
のお土産屋で交換できました。当時のレートは l
ドル 360円の固定でしたが、そこでは400円でし
た。 360円レートは政策的に円高にしてあったの
でしょうが、実勢は 400円くらいだったというこ
とでした。
ニューヨークには 1か月いて、つぎはカリフォ
ルニアの方に行きました。カリフォルニアではも
う初夏でしたから、日本を出たときの冬の下着な
どは小包で送り返すことにしました。小包はBulky
Postというのだそうです。内容物を書かなければ
ならないのですが、日本の股引はなんというのか
辞書を引いたら drawersとあって、自分が今までズ
ロースをはいていたのかとおかしくなりました。
今までは少額の航空郵便だけでしたから自販機で
買った切手を使っていましたが、今度は少し高額
?
になるからと、郵便局に行きました。切手を買お
うと思って postageと言ったら変な顔をしていま
す。手真似で何とかすみましたが、帰ってきてNEC
アメリカの人に聞いたら切手は stampでいいのだ
ということでした。子供のころに切手を集める趣
味があって、外国切手にあった postageが切手だと
ばかり思っていた失敗でした。きっと、変な日本
人が郵政省を買いに来たと思ったかもしれません。
当時カリフォルニアには NECの出先機関はあり
ませんでしたから、ニューヨークから電話でアポ
イントメントを取ってあったいくつかの会社を訪
問しました。ノースロップという会社に行ったと
きは、ロサンジェルス空港からバスが朝と夕方し
かなく、行きには良かったのですが、先方で時間
がかかって帰りのバスが無くなってしまったので、
会社のヘリコプターを出してくれて、空港まで送
ってくれました。そのとき、ビバリーヒルズの上
を通り、下に見える高級邸宅がそれぞれに四角で
ない、いろいろな形のプールがあったのが印象的
でした。
パロアルトのホテルを取りましたが、ニューヨ
ークでよりは安く、ずっと広くて、まわりの見晴
らしもよぐ快適でした。パロアルトはスタンフォ
ード大学のある街です。休日にまた失敗がありま
した。ホテルの近くから列車でサンフランシスコ
に行けるというので、その駅に行ったのですが、
プラットホームらしい少し高くなっているところ
があるだけで、駅舎はありませんでした。そこの
手前に降りていく階段があって、 SUBWAYと書いて
あったのでここには地下鉄があるんだと思ってそ
この地下道に入って行ったら向こう側に出てしま
いました。向こうからやはり SUBWAYと書いてある
地下道に入ってきたらまたこちら側に出てしまい
ました。 SUBWAYというのは地下道の意味で、地下
鉄ではなかったのです。こんなことでもたもたし
ましたが列車が来てサンフランシスコに行けまし
た。列車は戦車のように頑丈で、日本の新幹線は
ブリキ細工のように感じました。
サンフランシスコではフェアチャイルド社
(FAIRCHILD)の工場を見学しました。 NECが
FAIRCHILDのプレーナ特許、 IC特許の契約を結ん
だことで、極めて友好的に見せてくれました。こ
こではトランジスタ特性自動測定器を購入する予
定があったので、その性能を確認する仕事があっ
たのです。
カリフォルニアでは現地の SalesAgentのアメ
リカ人とともに、 NECのマイクロ波トランジスタ
のセールスに歩きました。いくつかのメーカーで、
NECのマイクロ波トランジスタは高く評価されて
いました。このアメリカ人には面白いところを案
内してもらいました。建売住宅のモデル・ハウスで
す。一つの街くらいの広さのところにモデル住宅
がいっぱい建っていて、日曜日であったこともあ
ってたくさんの人がそのどれにも勝手に入っては
中を見て歩いているのです。アメリカの戸建て住
宅は当時の私たちにはとても手の届かないものと
感じました。このころテレビはすでに一軒に 2台
目、 3台目になっていました。また驚いたのはク
ローゼットの広さで、一部屋の大きさですから、
日本での洋服ダンスの何十倍も入ります。これで
は間男が何人も隠れるには十分の広さです。
このころにはだいぶ耳が慣れてきて、言葉の失
敗は少なくなり、 1か月半の出張を終えて、無事
日本に帰りました。当時は悔外出張の日程も本当
にゆとりがありました。 （おわり）
学術調査員紹介
小栗晴彦
1939年 5月 8日東京都品
川区生まれ。まもなく父の転
勤で熊本市に移り、小学校入
学の前年終戦を迎えました。
熊本市の中心部はほとんど
焼け野原となり、小学校も類
焼を免れた鉄筋部分のみが残っていました。その
建物を使い、低学年は二部授業でした。一年生の
?
国語の教科書は新聞社で印刷したと言う物で B5
版の藁半紙の真ん中に「アカイアカイアサヒア
サヒ」と豆粒のような小さな文字で書かれていま
した。家の近くに電気屋があり、そこのおじさん
から使用済みの乾電池をもらってきて、マイナス
極の亜鉛を剥がし、希硫酸（当時小学生でも薬局
で硫酸が買えました）をビール瓶に入れ、剥がし
た亜鉛をそこに入れると水素ガスが発生します。
それを風船に入れて遊んだことがあります。また、
電気屋さんに頼んで鉱石検波器 (FOXTONと呼ばれ
ていた）、マグネチックレシーバーを取り寄せても
らい、鉱石ラジオを作りました。これらの知識は
母親に買ってもらった「子供の科学」からでした。
中学生からは、再び父の転勤で東京に戻りまし
た。真っ先に行った場所があの「子供の科学」に
広告を載せていた「科学教材社」でした。中学 2
年の夏休み前、下校時に六千円（当時としては大
金でした）を拾い交番に届けました。 1年と 2週
間経過しても落とし主は現れませんでした。飯
橋にある警視庁遣失物係に行き、拾得金を受け取
り、その足で神田（当時電気街は秋葉原ではなく、
神田でした）に行き、 3バンド、高周波 l段中間
周波 2段増幅のスーパーヘテロダインラジオの材
料を買いそろえました。帰宅し、夢中でラジオを
組み立てました。夜中の 2時頃スピーカーから
が出るようになりました。しかし、この時間、中
波帯の放送は終わっており、 FENのみが聞こえま
した。自分一人で組み立てたラジオから放送が聞
こえたのです。大興奮でした。次に短波帯を聞く
と海外の放送が聞こえました。ダイヤルを回して
いくと、 7MHz付近で放送とは違う電波が受かりま
した。私がアマチュア無線に興味を持った最初で
した。
高校時代、赤井電機がテープレコーダーの組み
立てキット（型名を忘れましたが）を発売し、そ
れを組み立てました。 1957年 10月、ソ連の人工
衛星「スプートニック」が打ち上げられ、送られ
てくる 20MHzの電波の信号（ラジオで受信すると
「ピーピー」と聞こえました）を以前作ったラジ
オで受信し、それを組み立てたばかりのテープレ
コーダーに録音しました。残念ながらそのテープ
が行方不明になっています。
浪人し、 1960年4月電気通信大学に入学。学生
運動が激しい時代で、校門にバリケードが張られ
ていたときもありました。工学研究部に所属し、
調布際（大学祭）でレッヘル線発振器を使い電子
レンジもどきを作り、将来の調理器？といって展
示したり、アマチュア無線のクラブ局 JAlYDA局を
立ち上げたりしました。
大学4年生の時に実習で行った神戸工業に就職
し放送中継機関係の仕事をしました。特に FM変調
（セラソイド変調）回路の開発を担当しました。
その後、芝電気に転職し、神戸工業とほぼ同じ仕
事をしました。 1973年開通の関門橋の進捗状況を
中継すると言う事でRKB毎日放送より受注した
800MHz帯の中継機を担当しました。さらに
が倒産、日本電気に移りました。この時期、通信
回線がデジタル化の方向にあり、電電公社の指導
の下、準ミリ波帯 (20GHz帯）を使った大束無線
回線の試験が始まったばかりでした。次の段階と
して、仙台、東京、名古屋、大阪、広島を結ぶ実
用化試験回線が始まり、メーカーとしてのシステ
ム担当をし始めたのですが、突然、通信回線とし
て、光ファイバーの時代になってしまい、準ミリ
波帯の回線は廃止になってしまいました。
その後、日本電気内で 2社に出向し、定年を迎
えました。定年後は東京工科大学で実験講師とし
て、 10年間学生の指導に当たりました。今は年金
暮らしで、体調管理のため、家の近くの空き地で
畑を耕しています。
現在、ボランティアで二つの事をやっています。
一つは毎年行われるアマチュア無線のお祭り「ハ
ムフェア」で「電気の散歩道」と言うブースの展
示品の作成、説明。もう一つは調布市柴崎にある
SHCクラブの「電気工作教室」での指導です。
（おわり）
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世古名知夫
1938年（昭和 13年）渋谷で
生まれ、親の都合で小学校か
ら高校を名古屋で過ごしま
した。
ラジオ少年で近所のラジ
機でも採用されています。これは米国でインテル
4040システムを開発してきた小椋正明学術調査員
と一緒に行いました。
UECでは、高周波測定技術（周波数、電力、電
界、 SGなど）の無線通信の初期から今日までの変
遷のために収蔵庫の測定器を調査しました。今後
オの修理や組立で、小遣いを 測定器の動態整備を行います。
もらい真空管などの部品を買って学校の勉強せず、
ラジオや測定器の組立・実験を楽しんでいました。
そのまま東京電機大学の通信工学に進みました。 絹けに後渭E
秋葉原で 14インチTVのフルキットが 25,000円
で売っていたのを組立て、知合いが倍ぐらいで買
ってくれました。他にオープンテープレコーダー
の試作、工場の 5トンのクレーンの電装設計等な
ど、実務的なアルバイトを行っていました。
（株）は、晴悔の見本市で VTRを出展して
いた放送機器メーカーで、1962年に入社しました。
TV中継放送機（サテライト）の設計を担当しまし
たが、当時はまだ UHF帯がなく VHF帯で、スプリ
アスの関係で受信CHを中間周波数 (IF)に、さら
に送信 CHに変換して放送する方式で、 IFは局ご
とに設計していました。 NHKは総合・教育の受信
送信 4CHの組合せ、さらに民放を加えた複雑な組
合せの設計が思い出されます。
1964年、放送機器も半導体化が望まれ、民放か
らの依頼で 450MHz帯の番組中継機を開発しまし
た。高周波トランジスタで 50＼旧z・50Wの出力を 2
段のバラクターで 3X3逓倍し 450MHzの 5Wを得
ました。当時、 トランジスタの高周波回路の設計
できる資料がなく苦労しましたが後の設計
know-howになりました。
（株）リコーが特許公報をマイクロフィルムで販
売していた検索機やコピー機など周辺機器の開発
に誘いがあり、 1970年に転職し、 1973年から周辺
機器を市販できました。
1978年、複写機 (PPC)のマイコン制御（イン
テル8085)を開発し、制御精度を向上させ、操作
環境を大幅に改善できました。これは今日の複写
（おわり）
口当ミュージアムの現状と今後については、学術
調査員各位がご意見をお持ちと思います。
今回は、高橋さんにご執筆いただきました。
□最近、斉藤孝著「歴史と歴史学」を読んでいた
ら、「史料のないところに歴史はない」という文
章がありました。その史料の保存・継承をする
ことが使命のひとつである当ミュージアムの展
示委員会で史料の廃棄間題が議論されることに
違和感を持ちます。たしかに保管場所の問題も
理解できますが、それよりもっと議論すべきこ
とがあると感ずるこのごろです。ご投稿をお待
ちいたします。
次号（第 10号）は 7月末を予定しています。
皆様のご投稿を 6月末までにお寄せ下さい。
原稿は、 Eメールの場合は
gmiyairi@triton.ocn.ne.jp までお送り下さい。
手書きまたはワープロ印字したものを事務局に
届けていただいても結構です。
（宮入源太郎）
ミュー ジアムニュー ス 第9号
発行年月日 2 0 1 5年5月15日
発行者国立大学法人電気通信大学
UEC コミニュケーションミュージアム
館長由良
発行所 UEC コミニュケーションミュージアム
TEL O 4 2 -4 4 3 -5 2 9 6 
FAX 042-443-5798 
E-Mail info@museum.uec.ac.jp 
?
